
　

　参考になるかと過去に書いた編集後記を探していたら，たまたま 1998 年 6 月付けの一
文が目にとまった．書き出しはフランスでサッカーワールドカップが始まったことである．
日本のサッカーが初めて世界の檜舞台に立った大会で，国全体が期待と興奮で沸き返って
いた．ハッと思い 2002 年付けの編集後記を探したら，予想通り日韓共催のワールドカッ
プまっただ中に書いたのがあった．日韓ともにワールドカップ一色で，対ロシア戦だった
か，テレビ視聴率が 60％以上に跳ね上がったと記憶しているが，どちらの時も，日本を覆
う慢性的不景気を吹き飛ばして欲しいという庶民の強い願いが込められた興奮である，と
いうようなことを書いた．そして今回，バンコクでの無観客試合に勝ち，世界に先駆けて
明年のドイツ本戦行きを決定した興奮の中でこれを書いている．長かった不景気もようや
く堅調な回復が感じられるようになり，社会全体の行け行けどんどんに後押しされて，来
年は予想以上に勝ち進むようなそんな予感がする．
　ドーハの悲劇，ジョホーバルの歓喜，日韓共催，そして無観客試合．これからも機会あ
るごとに放映されて記憶が強化されることは間違いない．時を経て，この歴史とダブって
思い出されるのが日本の社会的基盤をドラスティックに変革した公的介護保険の誕生であ
ろう．両者はそれほどまでに時期が重なっているのである．
　私事ではあるが，介護保険にはこの 5 年間で両親ともがお世話になった．お世話になっ
たと過去形で書かざるを得ないのは残念だが，それが介護保険のレーゾンデートルである．
突然の厄災でない限り，最後は誰もがお世話になってもおかしくはない．それほどまでに
便利でありがたい制度であるだけに，利用しやすさは追求されなくてはならないが，利用
者が打ち出の小槌と勘違いすると制度自体は容易に破綻する．
　障害予防は最初から公的介護保険を支える柱の 1 つであった．5 年を経てさらにその重
要性の認識が高まり，本誌特集で「介護予防動向―理学療法士はどうかかわるのか」を企
画した．まだ模索中の今の時期に，地域医療の先陣で活躍されている執筆者の方々から多
くの貴重な示唆をいただいた．もちろん障害予防は理学療法士だけでどうなるものでもな
い．サービスを提供する側の努力だけでもいかんともしがたい．解決には利用する側 1 人
ひとりの認識が不可欠である．いずれ来る自分の番では，短期間の利用で済むように，日々
健康に留意する意識が必要なのである．それがあまねく社会に認識されなくてはならない．
先の長そうな話であるが，時間的ゆとりはそれほどあるわけではない．本企画がその初期
の一歩に貢献できればと願う次第である．
 （高橋正明）
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